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　新しく一年生になったみなさんは、えんぴつや消しゴム、ノートなどを
買ってもらったことでしょう。これらのことを文房具と言いますが、この
文房具、もしかしたら皆さんの見ていないところではおしゃべりしている
かもしれませんよ。この本では、文房具が仲良くおしゃべりしながら、こ
んなお話しをしています。えんぴつはどうして書けるか、消しゴムはどう
して消せるか、色えんぴつ、ボールペン、修正液…子どもたちにおなじみ
の文房具たちの「書くこと」「消すこと」のしくみを話してくれています。

『文房具のやすみじかん』
（土橋正／文　小池壮太／絵　福音館書店）

中央公民館図書 ９：00～16：00

森の子ども図書 交流サロンポスト内 12：30～17：00126

　戦時中、高知県から親に連れ
られて満州にやってきた珠子。
彼女はそこで朝鮮人のミジャ
と、恵まれない環境で育った茉
莉と出会う。お互いが何者であ
るか知らない三人だが、あるこ
とをきっかけに友情で結ばれ
る。しかし、終戦が訪れ、運命
は三人を引きはなす。

世界の果てのこどもたち
中脇初枝/講談社

　安住の地を求めて旅に出たア
マガエルのソクラテスとロベル
トは、平和で豊かな国「ナパー
ジュ」にたどり着く。そこでは
やさしいツチガエルたちが奇妙
な戒律を守り穏やかに暮らして
いた、ある事件が起こるまでは。
平和とは何か。愚かなのは誰か。

カエルの楽園
百田尚樹/新潮社

新　刊　図　書　６月
海は見えるか／真山仁
カエルの楽園／百田尚樹
王とサーカス／米澤穂信
完訳　日本奥地紀行３，４／イザベラ・バード
キューブスイーツ／信太康代
花が咲くとき／乾ルカ
世界の果てのこどもたち／中脇初枝
おにぎらずとおにぎらずロール／郷知詠子
田園回帰②人口減少に立ち向かう市町村／季刊地域編集部
田園回帰③田園回帰の過去・現在・未来／小田切徳美・筒井一伸
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